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市
の
融
資
制
度
を
一
部
改
正

　
　
　
　
一
段
と
借
り
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
市
で
は
、
中
小
企
業
へ
の
融
資
の

道
を
開
く
た
め
、
商
工
中
金
や
各
種

金
融
機
関
に
資
金
を
預
託
し
て
、
み

な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
融
資
制
度
の

一
部
が
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
産
業
育
成
資
金
（
運
転
資
金
）
…
貸

付
限
度
額
二
百
五
十
万
円
以
内
（
現

行
百
五
十
万
円
）
貸
付
利
率
年
七
ば

（
現
行
年
七
・
五
誕
）
貸
付
期
間
二

十
四
ヵ
月
以
内
（
現
行
十
二
ヵ
月
）
。

　
中
小
企
業
振
興
資
金
（
設
備
資
金
）

…
貸
付
限
度
額
五
百
万
円
以
内
（
現

行
三
百
万
円
）
貸
付
利
率
三
年
未
満

年
七
・
五
誕
（
現
行
年
八
誕
）
五
年

4
し
こ
い
婆
者
⑳

も
砂
糖

　
　
　
○
砂
糖
の
澗
費
量

　
ジ
　
　
　
　
昭
和
四
十
七
年
度
の
消
費

　
　
　
量
は
艘
、
一
百
万
ノ
に
達
し
て

　
e

　
　
　
お
り
ま
す
が
、
家
庭
で
消
費

　
　
　
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
う
ち
の

　
　
　
．
一
十
．
．
．
篠
弱
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
の
め
ロ
の
タ
ヨ

　
　
　
を
多
い
め
に
入
れ
る
。

　
　
　
　
・
酸
昧
と
苦
味
を
和
ら
げ

邑
　
　
　
る
働
き
が
あ
る
。

　
　
　
○
砂
糖
と
健
廉

　
　
　
　
子
供
の
肥
溝
率
と
虫
幽
の

⇔
　
　
　
発
生
率
は
砂
糖
の
消
費
量
と

　
　
　
平
行
し
て
伸
び
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
砂
糖
の
と
け
過
ぎ
は
ビ
勺

　
　
　
ミ
ン
み
の
　
　
を
　
き
ま
す
ゆ

彦
ダ
灘
謬
恥

未
満
年
七
・
七
五
誕
（
現
行
年
八
・

五
護
）
貸
付
期
間
六
十
ヵ
月
以
内
。

　
中
小
企
業
振
興
資
金
（
運
転
資
金
）

…
貸
付
限
度
額
二
百
万
円
以
内
貸
付

利
率
年
七
・
五
ば
（
現
行
年
八
煤
）

貸
付
期
間
二
十
四
ヵ
月
以
内
。

旭
ケ
丘
団
地
分
譲

住
宅
を
募
集

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
つ

ぎ
の
と
お
り
旭
ケ
丘
団
地
分
譲
住
宅

を
募
集
し
ま
す
。

　
説
明
会
／
日
時
…
…
五
月
十
四
日

　
（
金
）
午
後
一
時
よ
り
　
場
所
…

　
…
市
役
所
第
一
会
議
室

　
申
し
込
み
受
付
／
期
間
…
…
五
月

　
十
七
日
（
月
）
～
五
月
二
十
九
日

　
（
土
）
ま
で
　
受
付
等
…
…
市
開

　
発
課
9
七
ー
三
二
一
番

●
住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
分
譲
住
宅

　
募
集
戸
数
／
十
四
戸

分
譲
予
定
価
額
（
平
均
）
／
六
百
九

十
八
万
円
（
宅
地
二
二
五
平
方
后

建
物
六
九
・
五
五
平
方
肩
）

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
／
三
百
九

十
万
円
、
利
率
年
五
・
五
頁
、
償

還
期
間
十
八
年
毎
月
払
い
（
元
利

均
等
ボ
ー
ナ
ス
払
い
併
用
）

申
し
込
み
条
件
／
自
か
ら
居
住
す

る
人
で
同
居
家
族
の
あ
る
人
、
償
還

能
力
と
確
実
な
保
証
人
の
あ
る
人
。

補
足
資
金
の
立
替
え
／
公
庫
融
資

で
頭
金
が
ま
だ
足
り
な
い
人
に
公

社
で
立
替
え
ま
す
。
立
替
え
額
二

百
万
円
以
内
、
利
率
年
六
・
五
護
、

償
還
期
間
十
年
毎
月
払
い
（
元
利

均
等
ボ
…
ナ
ス
払
い
併
用
）

●
生
命
保
険
付
分
譲
住
宅

募
集
戸
数
／
二
十
戸

　
分
譲
予
定
価
額
（
平
均
）
／
六
百
四

十
五
万
円
（
宅
地
二
二
六
平
方
層
、

建
物
六
九
・
五
五
平
方
屑
）

　
貸
付
相
当
額
／
五
百
万
円
以
内
、

利
率
年
八
礎
、
償
還
期
間
二
十
年

　
（
元
利
均
等
毎
月
払
い
）

　
申
し
込
み
条
件
／
年
齢
満
二
十
五

　
歳
～
五
十
歳
ま
で
の
人
、
自
か
ら

居
住
す
る
人
で
同
居
家
族
の
あ
る

人
、
富
国
生
命
保
険
相
互
会
社
の

被
保
険
者
と
し
て
適
格
な
人
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
十
日
町
実
業
高
校
二
年
F
組
…

…
二
万
三
千
九
十
円
　
▽
阿
部
勝
次

（
高
田
町
三
）
香
典
返
し
…
…
三
万

円
　
▽
金
沢
番
一
（
峠
）
香
典
返
し

…
…
三
万
円
　
▽
佐
藤
槌
柾
（
本
町

六
）
香
典
返
し
…
…
五
万
円
　
▽
内

藤
直
義
…
…
千
円
　
▽
十
日
町
繊
労

…
：
一
万
八
千
三
百
四
十
八
円
　
▽

雪
上
力
i
ニ
バ
ル
舞
台
製
作
者
一
同

…
…
七
千
六
百
二
十
八
円
　
▽
十
交

タ
ク
シ
ー
職
員
一
同
…
…
四
千
円

▽
匿
名
－
…
五
百
円
　
▽
十
中
一
年

五
組
一
同
…
…
千
六
百
六
十
一
円
。

老
人
い
こ
い
の
家
「
四

ツ
宮
荘
」
の
入
浴
利
用

料
金
を
改
定

　
老
人
い
こ
い
の
家
「
四
ツ
宮
荘
」

の
入
浴
利
用
料
金
を
四
月
一
日
か
ら

つ
ぎ
の
と
お
り
改
定
し
ま
し
た
。

　
　
大
人
　
　
　
　
八
十
円

　
　
小
中
学
生
　
　
四
十
円

　
　
未
就
学
児
　
　
無
　
料

停
電
の
お
知
ら
せ

脊
嘘
竪
あ
、

謄8．才一ず

蛋　　鳥シ．
、、藩動

ず

》6

偽
写

Ψ
．
私
璽

　
壷

　
ツ翫 h

つ
．
翁
工
ル
U
、
　
　
　
　
W

や
ぽ
り
　
　
　
　
　
w

春
ゼ
穆
4
恥
・
，

Q　o〆璽
㌔畿＠
濠・

ザ
う
し
2
．
憲
隻

　
　
　
　
　
　
　
　
）

t
ぐ
ち
ゃ
・
♂
？
・

　
　
ロ
　
　
　
　
し

　
　
　
ゼ
ご
に
…
？
、

　
　
拶

惣
．
％

　
　
　
　
　
　
　
Ψ
ノ

鴎
灘
幽．

／

　
　
　
一
　
彫

　
　
　
　
　
　
旧
』

）
ψ

漢た
ル
帆

▽
四
月
二
十
二
旧
…
北
原
一
部
～
市

ノ
沢
～
嘉
勝
～
轟
木
～
池
谷
～
入
山

～
焼
野
～
魚
之
田
川
～
慶
地
～
新
水

～
蕨
平
～
上
田
原
～
三
ツ
山
～
美
女

木
～
宇
田
ケ
沢
～
菅
沼
～
山
新
田
～

小
貫
～
東
枯
木
又
～
西
枯
木
又
。
午

前
九
時
～
午
後
一
時
　
▽
四
月
十
六

日
…
…
本
町
四
の
一
部
～
本
町
五
の

一
部
～
稲
荷
町
一
の
一
部
～
田
中
町

本
通
り
～
田
中
町
東
・
西
各
一
部
～

川
原
町
の
一
部
～
田
川
町
一
・
二
・

三
～
江
道
～
猿
倉
～
大
池
～
菅
沼
～

津
池
～
赤
倉
～
新
座
第
一
の
一
部
。

午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
▽
四
月
二

十
日
…
…
千
歳
町
丁
二
・
三
～
寿

町
一
・
二
・
三
・
四
の
各
一
部
～
山

本
三
・
四
の
各
一
部
。
午
前
九
時
～

午
後
零
時
半
　
▽
四
月
二
十
三
日
・
：

…
本
町
三
の
一
部
～
関
口
樋
口
町
の

各
一
部
。
午
前
九
時
～
正
午
　
▽
四

月
二
十
七
日
…
…
関
根
の
一
部
。
午

前
九
時
～
正
午
　
▽
四
月
二
十
八
日

…
…
下
条
栄
町
の
一
部
。
午
前
九
時

～
午
後
一
時
。

水
道
工
事
を
す
る

と
き
は
市
水
道
課

　
へ
届
出
を

　
水
道
の
新
設
、
増
設
、
改
造
な
ど

の
工
事
を
行
う
と
き
は
、
事
前
に
市

水
道
課
（
魯
七
ー
．
．
二
、
一
番
）
に

届
け
出
て
正
し
い
工
事
を
行
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
正
し
い
工
事
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
と

折
角
き
れ
い
な
水
を
供
給
し
て
も
汚

れ
た
り
漏
水
し
た
り
、
ま
れ
に
は
水

道
の
本
管
ま
で
も
汚
染
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
つ
ぎ
の
市
指
定
水

道
工
事
店
で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
水
道
工
業
㈱
（
本
町
七
）

魚
沼
水
道
㈱

平
和
水
管
㈱

宮
元
屋
㈱

美
佐
伝
㈱

（
高
田
町
三
）

　
（
桜
木
町
）

（
土
市
第
、
二
）

（
本
町
四
）
）

市
の
木
・
管
理
メ
モ

「
桐
の
台
切
り
」

　
市
の
木
「
桐
」
は
、
み
な
さ
ん
の

管
理
で
す
く
す
く
の
び
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
元
気
で
育
ち

の
良
い
桐
に
す
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の

こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
■
植
え
て
一
年
後
、
生
育
不
良
や

雪
害
、
病
虫
害
を
受
け
た
桐
を
主
に

台
切
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
消
雪
後
、

桐
の
芽
が
出
る
前
に
根
元
の
地
際
ス

レ
ス
レ
に
幹
を
切
り
、
切
口
を
カ
、
、
・

ソ
リ
で
な
め
ら
か
に
し
て
お
き
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
何

本
も
芽
が
出
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

三
十
諺
屑
く
ら
い
の
び
た
頃
、
常
風

の
風
上
側
の
強
い
芽
一
本
だ
け
の
こ

し
て
、
他
は
切
り
捨
て
ま
す
。
以
後

は
、
葉
柄
の
付
け
根
か
ら
で
る
芽
は
、

親
指
く
ら
い
の
う
ち
に
か
き
取
っ
て

や
り
ま
す
。

■市勢／人ロー50，602人（男24，650・女25，952）／世帯数…11，889／面積一211・44k㎡（3月旧現在

欝膨

）／十日町市役所（電話（代）7－31H）毎月10日／昭和32

まちに緑を

審
　周囲の山々は、緑

に色づき新しい力で

いっぱい。

　自然を楽しみ、緑

に親しみやすい季節

です。

　ここ市民会館前で

も、去る5月5日、春

の緑化運動苗木市を

開催。

　サクラ、ツツジ、ポ

プラ・…訪れた市民の

間には、自然との楽

しい語らいがありま

した。

市民会館前・5月5日春の緑化運動苗木市

滝
文
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

植
木
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
月
1
6
日

5臨
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老
人
生
き
が
い

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
老
人

の
能
力
を
い
か
し
た
生
き
が
い
を
創

造
し
、
老
人
の
孤
独
と
疎
外
を
な
く

し
よ
う
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
老
人
生
き

が
い
対
策
事
業
（
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

ン
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
活
力
に
満
ち
た
老

後
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
ま
ち
ぐ

る
み
で
行
な
う
た
め
、
老
人
生
き
が

い
対
策
推
進
協
議
会
（
構
成
は
老
人

ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
民
生
委
員
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
ロ

ー
タ
リ
i
、
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

青
年
会
議
所
、
社
会
教
育
委
員
、
市

対
策
を
推
進

役
所
関
係
課
）
を
設
置
し
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
事
業
の
内
容

　
事
業
の
内
容
は
、
施
設
（
ワ
ー
ク

ル
ー
ム
）
の
整
備
、
老
人
向
け
屋
外

軽
作
業
用
具
整
備
、
楽
焼
作
業
用
具

整
備
、
老
人
健
康
薬
草
園
、
老
人
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
老
人
大
学
講
座
、
老

人
生
き
が
い
教
室
、
老
人
交
通
安
全

教
室
の
開
催
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
内
容
は
、
老
人
生
き
が
い
対

策
推
進
協
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、

い
ま
ま
で
に
き
ま
っ
た
こ
と
は
、
施

設
整
備
事
業
と
し
て
水
沢
地
区
公
民

館
の
一
部
（
約
百
十
平
方
灯
）
を
改

築
し
、
専
用
作
業
室
、
楽
焼
場
及
び

公
園
の
草
取
り
奉
仕
作
業
に
は
げ
む

老
人
ク
ラ
ブ
員

昭和51年度公民館老人講座

集
会
室
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

心
身
障
害
者
雇
用
促

進
協
会
十
日
町
支
部

設
立
総
会
を
開
催

　
昨
年
労
働
省
の
提
唱
に
よ
り
、
心

身
障
害
者
の
雇
用
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、
新
潟
県
心
身
障
害
者
雇

用
促
進
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
県
下
各
地
に
先
が
け
十
日

町
支
部
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

五
月
二
十
二
日
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
記
念
行
事
と
し
て
N
H

K
青
年
の
主
張
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
最

優
秀
賞
に
輝
く
村
山
幸
枝
さ
ん
を
招

き
体
験
発
表
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。　
時
間
、
場
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
が
、
心
身
障
害
者
に
対
す
る
理
解

地　区 内　　容 講座数 回数

本　　館 教養・焼物・木彫り 3 21

中　　　条 園芸・焼物・朗詠 3 24

飛　　　渡 教　　　　　養 1 4
六　　　箇 〃 1 4
川　　　治 教　　養（レク） 1 6
吉　　　田 教　養・園　芸 2 11

下　　　条 教　　　　　養 1 10

水　　　沢 教　養・民　謡 2 14

合　　計 14 94

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
広
く
一
般

市
民
の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
時
　
五
月
二
十
二
日
（
土
）

　
午
後
三
時
か
ら

　
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

騒
音
防
止
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

　
例
年
、
夏
期
に
か
け
て
陽
気
が
よ

く
な
り
ま
す
と
、
窓
、
戸
等
を
開
放

し
て
作
業
を
す
る
工
場
が
多
く
な
り
、

騒
音
苦
情
が
多
発
し
て
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
発
生

し
た
場
合
厳
重
に
注
意
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
種
の
問
題
は
騒
音
発
生
源

者
の
自
主
的
規
制
に
よ
る
も
の
が
大

で
す
。

　
お
互
い
に
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
騒
音
等
公
害
全
般
に
つ
い

て
の
お
問
合
せ
は
、
環
境
課
雪
害
公

害
係
へ
。

水
田
総
合
利
用
対
策
の
転

作
実
施
計
画
書
の
提
出
は

五
月
二
十
日
ま
で
に

　
水
田
総
合
利
用
対
策
を
実
施
し
て

も
、
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
か

な
い
と
補
助
金
が
で
ま
せ
ん
の
で
、

水
田
総
合
利
用
対
策
を
実
施
す
る
場

合
は
、
計
画
書
を
五
月
二
十
日
ま
で

に
市
役
所
農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
非
農
家
の
方
も
、
農
事
連
絡

員
あ
る
い
は
、
市
農
林
課
ま
で
お
い

で
い
た
だ
き
、
計
画
書
に
記
入
し
て

減少する農業労働時間
　
世
帯
員
の
労
働
時
間
の

割
合
を
農
業
と
農
外
と
に

分
け
て
み
る
と
、
昭
和
四

十
二
年
に
は
農
業
の
労
働

時
間
は
五
十
煙
を
割
り
、

そ
の
後
も
減
少
傾
向
を
た

ど
り
、
昭
和
四
十
九
年
に

は
三
五
資
と
農
業
生
産
に

要
す
る
労
働
時
間
は
、
総

労
働
時
間
の
約
三
分
の
一

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
農
業
労
働
時
間
の
減
少

は
、
経
済
の
高
度
成
長
下

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

六
月
の
内
職
相
談
は

二
十
四
日
に
変
更

　
新
潟
県
内
職
相
談
セ
ン
タ
；
で
は
、

毎
月
第
三
金
曜
日
（
会
場
は
市
役
所

市
民
相
談
室
）
を
巡
回
内
職
相
談
日

と
定
め
、
家
庭
の
外
で
働
く
こ
と
が

困
難
な
主
婦
等
の
内
職
希
望
や
内
職

発
注
事
業
所
等
の
求
人
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
が
、
六
月
の
巡
回
内
職
相

談
日
は
都
合
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
き
　
六
月
二
十
四
日
（
木
）
午

　
前
十
時
～
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

共
立
観
光
㈱
が
二
十
五

万
円
を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
共
立
観
光
㈱
は
、
公
民

館
図
書
購
入
資
金
と
し
て
市
に
二
十

五
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

で
都
市
化
に
よ
る
家
計
費
の
膨
張

を
、
雇
わ
れ
な
ど
の
農
外
収
入
に

た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
、
外
的
条
件
と
し
て
、
雇
用
機

会
の
増
大
、
賃
金
の
上
昇
が
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

年
、
米
の
過
剰
基
調
、
農
業
の
機

械
化
な
ど
も
農
外
へ
向
う
大
さ
な

要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
北

陸
農
政
局
新
潟
統
計
情
報
事
務
所

「
に
い
が
た
の
農
業
経
済
統
計
情

報
」
抜
粋
）

春
季
大
掃
除
を
実

施
し
ま
し
ょ
う

　
最
近
は
屋
内
外
の
大
掃
除
を
す
る

家
庭
が
減
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
長
か
っ
た
冬
の
間
に
、
家
の
中
や

回
り
が
相
当
汚
れ
て
い
ま
す
の
で
、

各
家
庭
や
町
内
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

所
の
大
掃
除
を
実
施
す
る
と
と
も
に

衛
生
害
虫
等
の
発
生
予
防
や
駆
除
を

し
ま
し
ょ
う
。

0
家
の
内
外
の
大
掃
除
を
す
る
と
と

　
も
に
、
床
下
及
び
便
槽
、
下
水
溝

　
に
薬
剤
撒
布
を
。

○
下
水
溝
や
道
路
側
溝
の
土
砂
及
び

　
ご
み
さ
ら
い
を
。

O
公
園
や
境
内
等
み
ん
な
が
使
う
場

　
所
は
い
つ
も
き
れ
い
に
。

○
薬
剤
等
に
よ
り
一
斉
ね
ず
み
駆
除

　
を
（
ね
ず
み
は
、
一
日
に
体
重
の

　
％
～
％
を
食
べ
て
年
間
五
～
六
回

　
分
娩
し
、
伝
染
病
の
媒
介
を
し
た

　
り
、
ダ
ニ
、
ノ
ミ
の
繁
殖
の
温
床

　
と
な
り
ま
す
）
。
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救
急
自
動
車
の
正
し
い
ご
利
用
を

　
救
急
自
動
車
は
、
原
則
と
し
て
、

何
か
の
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
病

気
に
な
っ
て
緊
急
に
病
院
へ
運
ぶ
必

要
の
あ
る
場
合
出
動
し
ま
す
。

　
ふ
つ
う
、
交
通
事
故
だ
と
か
仕
事

中
の
事
故
、
あ
る
い
は
、
道
路
や
公
園

な
ど
で
突
然
倒
れ
た
と
か
、
家
庭
内

で
起
き
た
急
病
人
な
ど
、
静
か
に
病

院
へ
つ
れ
て
い
く
の
に
他
に
よ
い
方

法
が
な
い
と
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
な
か
に
は
、
緊
急
で
も

な
い
の
に
救
急
車
を
呼
び
、
特
に
必

要
で
も
な
い
の
に
自
分
の
都
合
だ
け

で
遠
く
の
病
院
へ
連
れ
て
い
け
と
か
、

二
・
三
日
風
邪
で
寝
て
い
た
が
良
く

な
ら
な
い
の
で
、
救
急
車
を
要
請
す

る
と
か
、
救
急
車
で
い
け
ば
、
日
曜

日
で
も
病
院
で
診
察
し
て
も
ら
え
る

等
、
誤
ま
っ
た
考
え
で
救
急
自
動
車

を
要
請
す
る
方
が
い
ま
す
。

　
救
急
自
動
車
も
台
数
に
限
度
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
ん
な
と
き
、
ほ
ん

と
う
に
救
急
自
動
車
の
必
要
な
事
故

が
起
き
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
ケ

ガ
や
病
気
の
程
度
が
重
く
、
普
通
の

自
動
車
で
運
ん
で
は
病
気
に
悪
い
影

響
を
与
え
る
の
に
遠
慮
し
て
救
急
自

動
車
を
使
わ
な
い
人
が
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
け
っ
し
て
患
者
の
た
め

に
よ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
必
要
な
と
き
に
は
十
分
救
急
自
動

車
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
自
動
車
の
正
し
い
利
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

鰍
動
勅
年
間
六
百
三
回
出
動

　
急
病
人
や
交
通
事
故
の
発
生
等
で

活
躍
す
る
の
が
救
急
自
動
車
。
救
急

自
動
車
は
、
昼
夜
の
別
な
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
で
は
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三

十
一
日
現
在
、
十
日
町
市

の
救
急
自
動
車
出
動
状
況

を
ま
と
め
ま
し
た
。
過
去

五
力
年
の
救
急
出
場
回
数

は
別
表
の
と
お
り
、
年
々

増
加
し
て
お
り
、
特
に
昭

和
五
十
年
は
六
百
三
件
と

前
年
に
く
ら
べ
四
十
九
件

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
年
度

の
事
故
種
別
の
救
急
出
場

状
況
を
み
て
み
ま
す
と
、

急
病
に
よ
る
も
の
が
二
百

八
件
で
ト
ッ
プ
。
つ
い
で
、

交
通
事
故
に
よ
る
も
の
百
七
十
四
件
、

一
般
負
傷
百
十
九
件
、
労
働
災
害
二

十
二
件
、
自
損
行
為
十
件
、
犯
罪
六

件
、
運
動
競
技
五
件
、
火
災
一
件
、

風
水
害
二
件
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い

ま
す
。

過
去
五
力
年
の
救
急
出
場
状
況

640

620

600

580

560

540

520

500

件数

　　年別
昭和46年昭和47年陣斡 昭和49年 昭和50年

出場件数 572 528 530 554 603

消
防
団
長
に

　
　
波
間
幸
三
氏

泡放射砲付消防自動車を購入

　大型油火災に備えて
　十日町地域消防署では、このほど泡放射砲装

置付消防自動車を430万円で購入しました。これ

は、中高層建築物や大規模火災等に備えるもの
で、既に配置されている化学消防車と共に油火

災などに威力を発揮します。

　なお、この泡放射砲付消防車の購入にあたっ

ては、ロータリー、北ロータリー、ライオンズ

クラブの3団体からご協力をいただきました。

　
波
閥
氏
略
歴

　
市
内
水
野
町
波
間
幸
商
店
社
長
、

昭
和
二
十
四
年
五
月
班
長
と
し
て
入

団
、
三
十
八
年
以
来
副
団
長
を
つ
と

め
ま
し
た
。

　今年度成人式を迎えた青年たちの自主企画

による76新成人祭を次の通りおこないます。

どうぞ多数ご参加ください。

●
日
時
五
月
十
六
日
（
日
）
午
後
一
時
～
五
時

●
会
　
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

＊準備の都合、希望者は5月15日までに

公民館（本館噺成人祭企画委員会（電7－5011）へ

波間幸三氏
（水野町）

滝
沢
氏
に
消
防
庁

長
官
表
彰

　
去
る
五
月
二
日
実
施
さ
れ
た
春
季

消
防
演
習
の
席
上
、
つ
ぎ
の
方
々
の

表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
庁
長
官
表
彰

　
滝
沢
光
義
…
市
消
防
団
副
団
長

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

　
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

〔
精
績
章
〕
村
山
末
吉
…
消
防
司
令

長
、
庭
野
宏
平
…
分
団
長
　
　
　
〔
勤

績
章
〕
久
保
田
謙
蔵
…
副
分
団
長
、

小
泉
友
司
…
部
長

とお∬53（3）

20歳を20歳の手で！

●
参
加
費
　
一
人
三
〇
〇
円
（
当
日
持
参
く
だ
さ
い
）

●
内
容

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ゲ
ー
ム
大
会
（
賞
品
も
あ
り
ま
す
）

み
ん
な
で
歌
お
う

●
用
　
意
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
服
装
、
運
動
靴

　
島
田
善
作
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
四

月
二
十
日
付
で
十
日
町
市
消
防
団
長

に
波
間
幸
三
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
副
団
長
に
保

坂
三
郎
氏
（
睦
織
物
取
締
役
）
、
第
二

分
団
長
に
阿
部
茂
寿
氏
（
勇
屋
織
物

社
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

婦
人
電
気
教
室
開
催

電
気
を
安
全
、
便
利
に
使
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
習
会
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
五

月
二
十
五
日
ま
で
に
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
サ
ー
ビ
ス
係
（
曾
二
－

三
一
〇
七
番
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
期
聞
　
六
月
中
旬
～
十
一
月

除
雪
作
業
の
太
田
皓
平

さ
ん
殉
職

　
市
建
設
課
職
員
太
田
晧
平
さ
ん

（
3
6
歳
）
”
南
鐙
坂
“
は
四
月
二
十

一
日
午
後
、
市
内
馬
場
市
之
沢
の
市

道
を
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
で
除
雪
作

業
中
ガ
ケ
下
に
転
落
死
亡
し
ま
し

た
。
　
太
田
さ
ん
は
、
去
る
昭
和
四
十

一
年
か
ら
市
役
所
に
勤
務
、
四
十

五
年
か
ら
市
建
設
課
に
所
属
し
、

運
転
手
と
し
て
冬
期
は
除
雪
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
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老
人
生
き
が
い

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
老
人

の
能
力
を
い
か
し
た
生
き
が
い
を
創

造
し
、
老
人
の
孤
独
と
疎
外
を
な
く

し
よ
う
と
つ
ぎ
の
よ
う
な
老
人
生
き

が
い
対
策
事
業
（
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ

ン
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
活
力
に
満
ち
た
老

後
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
、
ま
ち
ぐ

る
み
で
行
な
う
た
め
、
老
人
生
き
が

い
対
策
推
進
協
議
会
（
構
成
は
老
人

ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
民
生
委
員
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
、
ロ

ー
タ
リ
i
、
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

青
年
会
議
所
、
社
会
教
育
委
員
、
市

対
策
を
推
進

役
所
関
係
課
）
を
設
置
し
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　
事
業
の
内
容

　
事
業
の
内
容
は
、
施
設
（
ワ
ー
ク

ル
ー
ム
）
の
整
備
、
老
人
向
け
屋
外

軽
作
業
用
具
整
備
、
楽
焼
作
業
用
具

整
備
、
老
人
健
康
薬
草
園
、
老
人
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
老
人
大
学
講
座
、
老

人
生
き
が
い
教
室
、
老
人
交
通
安
全

教
室
の
開
催
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
内
容
は
、
老
人
生
き
が
い
対

策
推
進
協
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
が
、

い
ま
ま
で
に
き
ま
っ
た
こ
と
は
、
施

設
整
備
事
業
と
し
て
水
沢
地
区
公
民

館
の
一
部
（
約
百
十
平
方
灯
）
を
改

築
し
、
専
用
作
業
室
、
楽
焼
場
及
び

公
園
の
草
取
り
奉
仕
作
業
に
は
げ
む

老
人
ク
ラ
ブ
員

昭和51年度公民館老人講座

集
会
室
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

心
身
障
害
者
雇
用
促

進
協
会
十
日
町
支
部

設
立
総
会
を
開
催

　
昨
年
労
働
省
の
提
唱
に
よ
り
、
心

身
障
害
者
の
雇
用
を
積
極
的
に
推
進

す
る
た
め
、
新
潟
県
心
身
障
害
者
雇

用
促
進
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
県
下
各
地
に
先
が
け
十
日

町
支
部
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

五
月
二
十
二
日
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
当
日
は
、
記
念
行
事
と
し
て
N
H

K
青
年
の
主
張
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
最

優
秀
賞
に
輝
く
村
山
幸
枝
さ
ん
を
招

き
体
験
発
表
会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。　
時
間
、
場
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
が
、
心
身
障
害
者
に
対
す
る
理
解

地　区 内　　容 講座数 回数

本　　館 教養・焼物・木彫り 3 21

中　　　条 園芸・焼物・朗詠 3 24

飛　　　渡 教　　　　　養 1 4
六　　　箇 〃 1 4
川　　　治 教　　養（レク） 1 6
吉　　　田 教　養・園　芸 2 11

下　　　条 教　　　　　養 1 10

水　　　沢 教　養・民　謡 2 14

合　　計 14 94

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
広
く
一
般

市
民
の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
時
　
五
月
二
十
二
日
（
土
）

　
午
後
三
時
か
ら

　
場
所
　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

騒
音
防
止
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

　
例
年
、
夏
期
に
か
け
て
陽
気
が
よ

く
な
り
ま
す
と
、
窓
、
戸
等
を
開
放

し
て
作
業
を
す
る
工
場
が
多
く
な
り
、

騒
音
苦
情
が
多
発
し
て
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
発
生

し
た
場
合
厳
重
に
注
意
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
種
の
問
題
は
騒
音
発
生
源

者
の
自
主
的
規
制
に
よ
る
も
の
が
大

で
す
。

　
お
互
い
に
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
騒
音
等
公
害
全
般
に
つ
い

て
の
お
問
合
せ
は
、
環
境
課
雪
害
公

害
係
へ
。

水
田
総
合
利
用
対
策
の
転

作
実
施
計
画
書
の
提
出
は

五
月
二
十
日
ま
で
に

　
水
田
総
合
利
用
対
策
を
実
施
し
て

も
、
計
画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
か

な
い
と
補
助
金
が
で
ま
せ
ん
の
で
、

水
田
総
合
利
用
対
策
を
実
施
す
る
場

合
は
、
計
画
書
を
五
月
二
十
日
ま
で

に
市
役
所
農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
非
農
家
の
方
も
、
農
事
連
絡

員
あ
る
い
は
、
市
農
林
課
ま
で
お
い

で
い
た
だ
き
、
計
画
書
に
記
入
し
て

減少する農業労働時間
　
世
帯
員
の
労
働
時
間
の

割
合
を
農
業
と
農
外
と
に

分
け
て
み
る
と
、
昭
和
四

十
二
年
に
は
農
業
の
労
働

時
間
は
五
十
煙
を
割
り
、

そ
の
後
も
減
少
傾
向
を
た

ど
り
、
昭
和
四
十
九
年
に

は
三
五
資
と
農
業
生
産
に

要
す
る
労
働
時
間
は
、
総

労
働
時
間
の
約
三
分
の
一

に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
農
業
労
働
時
間
の
減
少

は
、
経
済
の
高
度
成
長
下

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

六
月
の
内
職
相
談
は

二
十
四
日
に
変
更

　
新
潟
県
内
職
相
談
セ
ン
タ
；
で
は
、

毎
月
第
三
金
曜
日
（
会
場
は
市
役
所

市
民
相
談
室
）
を
巡
回
内
職
相
談
日

と
定
め
、
家
庭
の
外
で
働
く
こ
と
が

困
難
な
主
婦
等
の
内
職
希
望
や
内
職

発
注
事
業
所
等
の
求
人
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
が
、
六
月
の
巡
回
内
職
相

談
日
は
都
合
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
き
　
六
月
二
十
四
日
（
木
）
午

　
前
十
時
～
午
後
三
時

　
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

共
立
観
光
㈱
が
二
十
五

万
円
を
寄
付

　
こ
の
ほ
ど
共
立
観
光
㈱
は
、
公
民

館
図
書
購
入
資
金
と
し
て
市
に
二
十

五
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

で
都
市
化
に
よ
る
家
計
費
の
膨
張

を
、
雇
わ
れ
な
ど
の
農
外
収
入
に

た
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
、
外
的
条
件
と
し
て
、
雇
用
機

会
の
増
大
、
賃
金
の
上
昇
が
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

年
、
米
の
過
剰
基
調
、
農
業
の
機

械
化
な
ど
も
農
外
へ
向
う
大
さ
な

要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
北

陸
農
政
局
新
潟
統
計
情
報
事
務
所

「
に
い
が
た
の
農
業
経
済
統
計
情

報
」
抜
粋
）

春
季
大
掃
除
を
実

施
し
ま
し
ょ
う

　
最
近
は
屋
内
外
の
大
掃
除
を
す
る

家
庭
が
減
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　
長
か
っ
た
冬
の
間
に
、
家
の
中
や

回
り
が
相
当
汚
れ
て
い
ま
す
の
で
、

各
家
庭
や
町
内
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

所
の
大
掃
除
を
実
施
す
る
と
と
も
に

衛
生
害
虫
等
の
発
生
予
防
や
駆
除
を

し
ま
し
ょ
う
。

0
家
の
内
外
の
大
掃
除
を
す
る
と
と

　
も
に
、
床
下
及
び
便
槽
、
下
水
溝

　
に
薬
剤
撒
布
を
。

○
下
水
溝
や
道
路
側
溝
の
土
砂
及
び

　
ご
み
さ
ら
い
を
。

O
公
園
や
境
内
等
み
ん
な
が
使
う
場

　
所
は
い
つ
も
き
れ
い
に
。

○
薬
剤
等
に
よ
り
一
斉
ね
ず
み
駆
除

　
を
（
ね
ず
み
は
、
一
日
に
体
重
の

　
％
～
％
を
食
べ
て
年
間
五
～
六
回

　
分
娩
し
、
伝
染
病
の
媒
介
を
し
た

　
り
、
ダ
ニ
、
ノ
ミ
の
繁
殖
の
温
床

　
と
な
り
ま
す
）
。
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救
急
自
動
車
の
正
し
い
ご
利
用
を

　
救
急
自
動
車
は
、
原
則
と
し
て
、

何
か
の
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
り
、
病

気
に
な
っ
て
緊
急
に
病
院
へ
運
ぶ
必

要
の
あ
る
場
合
出
動
し
ま
す
。

　
ふ
つ
う
、
交
通
事
故
だ
と
か
仕
事

中
の
事
故
、
あ
る
い
は
、
道
路
や
公
園

な
ど
で
突
然
倒
れ
た
と
か
、
家
庭
内

で
起
き
た
急
病
人
な
ど
、
静
か
に
病

院
へ
つ
れ
て
い
く
の
に
他
に
よ
い
方

法
が
な
い
と
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
な
か
に
は
、
緊
急
で
も

な
い
の
に
救
急
車
を
呼
び
、
特
に
必

要
で
も
な
い
の
に
自
分
の
都
合
だ
け

で
遠
く
の
病
院
へ
連
れ
て
い
け
と
か
、

二
・
三
日
風
邪
で
寝
て
い
た
が
良
く

な
ら
な
い
の
で
、
救
急
車
を
要
請
す

る
と
か
、
救
急
車
で
い
け
ば
、
日
曜

日
で
も
病
院
で
診
察
し
て
も
ら
え
る

等
、
誤
ま
っ
た
考
え
で
救
急
自
動
車

を
要
請
す
る
方
が
い
ま
す
。

　
救
急
自
動
車
も
台
数
に
限
度
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
ん
な
と
き
、
ほ
ん

と
う
に
救
急
自
動
車
の
必
要
な
事
故

が
起
き
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
反
対
に
、
ケ

ガ
や
病
気
の
程
度
が
重
く
、
普
通
の

自
動
車
で
運
ん
で
は
病
気
に
悪
い
影

響
を
与
え
る
の
に
遠
慮
し
て
救
急
自

動
車
を
使
わ
な
い
人
が
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
け
っ
し
て
患
者
の
た
め

に
よ
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
必
要
な
と
き
に
は
十
分
救
急
自
動

車
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
自
動
車
の
正
し
い
利
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

鰍
動
勅
年
間
六
百
三
回
出
動

　
急
病
人
や
交
通
事
故
の
発
生
等
で

活
躍
す
る
の
が
救
急
自
動
車
。
救
急

自
動
車
は
、
昼
夜
の
別
な
く
活
動
し

て
い
ま
す
。
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
で
は
、
昭
和
五
十
年
十
二
月
三

十
一
日
現
在
、
十
日
町
市

の
救
急
自
動
車
出
動
状
況

を
ま
と
め
ま
し
た
。
過
去

五
力
年
の
救
急
出
場
回
数

は
別
表
の
と
お
り
、
年
々

増
加
し
て
お
り
、
特
に
昭

和
五
十
年
は
六
百
三
件
と

前
年
に
く
ら
べ
四
十
九
件

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
年
度

の
事
故
種
別
の
救
急
出
場

状
況
を
み
て
み
ま
す
と
、

急
病
に
よ
る
も
の
が
二
百

八
件
で
ト
ッ
プ
。
つ
い
で
、

交
通
事
故
に
よ
る
も
の
百
七
十
四
件
、

一
般
負
傷
百
十
九
件
、
労
働
災
害
二

十
二
件
、
自
損
行
為
十
件
、
犯
罪
六

件
、
運
動
競
技
五
件
、
火
災
一
件
、

風
水
害
二
件
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い

ま
す
。

過
去
五
力
年
の
救
急
出
場
状
況

640

620

600

580

560

540

520

500

件数

　　年別
昭和46年昭和47年陣斡 昭和49年 昭和50年

出場件数 572 528 530 554 603

消
防
団
長
に

　
　
波
間
幸
三
氏

泡放射砲付消防自動車を購入

　大型油火災に備えて
　十日町地域消防署では、このほど泡放射砲装

置付消防自動車を430万円で購入しました。これ

は、中高層建築物や大規模火災等に備えるもの
で、既に配置されている化学消防車と共に油火

災などに威力を発揮します。

　なお、この泡放射砲付消防車の購入にあたっ

ては、ロータリー、北ロータリー、ライオンズ

クラブの3団体からご協力をいただきました。

　
波
閥
氏
略
歴

　
市
内
水
野
町
波
間
幸
商
店
社
長
、

昭
和
二
十
四
年
五
月
班
長
と
し
て
入

団
、
三
十
八
年
以
来
副
団
長
を
つ
と

め
ま
し
た
。

　今年度成人式を迎えた青年たちの自主企画

による76新成人祭を次の通りおこないます。

どうぞ多数ご参加ください。

●
日
時
五
月
十
六
日
（
日
）
午
後
一
時
～
五
時

●
会
　
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館

＊準備の都合、希望者は5月15日までに

公民館（本館噺成人祭企画委員会（電7－5011）へ

波間幸三氏
（水野町）

滝
沢
氏
に
消
防
庁

長
官
表
彰

　
去
る
五
月
二
日
実
施
さ
れ
た
春
季

消
防
演
習
の
席
上
、
つ
ぎ
の
方
々
の

表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
庁
長
官
表
彰

　
滝
沢
光
義
…
市
消
防
団
副
団
長

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

　
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

〔
精
績
章
〕
村
山
末
吉
…
消
防
司
令

長
、
庭
野
宏
平
…
分
団
長
　
　
　
〔
勤

績
章
〕
久
保
田
謙
蔵
…
副
分
団
長
、

小
泉
友
司
…
部
長

とお∬53（3）

20歳を20歳の手で！

●
参
加
費
　
一
人
三
〇
〇
円
（
当
日
持
参
く
だ
さ
い
）

●
内
容

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

ゲ
ー
ム
大
会
（
賞
品
も
あ
り
ま
す
）

み
ん
な
で
歌
お
う

●
用
　
意
　
軽
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
服
装
、
運
動
靴

　
島
田
善
作
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
四

月
二
十
日
付
で
十
日
町
市
消
防
団
長

に
波
間
幸
三
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
副
団
長
に
保

坂
三
郎
氏
（
睦
織
物
取
締
役
）
、
第
二

分
団
長
に
阿
部
茂
寿
氏
（
勇
屋
織
物

社
長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

婦
人
電
気
教
室
開
催

電
気
を
安
全
、
便
利
に
使
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
習
会
を
つ
ぎ
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
五

月
二
十
五
日
ま
で
に
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
サ
ー
ビ
ス
係
（
曾
二
－

三
一
〇
七
番
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
期
聞
　
六
月
中
旬
～
十
一
月

除
雪
作
業
の
太
田
皓
平

さ
ん
殉
職

　
市
建
設
課
職
員
太
田
晧
平
さ
ん

（
3
6
歳
）
”
南
鐙
坂
“
は
四
月
二
十

一
日
午
後
、
市
内
馬
場
市
之
沢
の
市

道
を
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
で
除
雪
作

業
中
ガ
ケ
下
に
転
落
死
亡
し
ま
し

た
。
　
太
田
さ
ん
は
、
去
る
昭
和
四
十

一
年
か
ら
市
役
所
に
勤
務
、
四
十

五
年
か
ら
市
建
設
課
に
所
属
し
、

運
転
手
と
し
て
冬
期
は
除
雪
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま

し
た
。



略
Q
o
略
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県
の
融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
四
月
一
日
よ
り
中
小
企
業
へ
の
融

資
の
道
を
開
く
た
め
、
設
備
、
店
舗

改
装
、
共
同
施
設
等
を
対
象
と
し
て

つ
ぎ
の
県
の
融
資
制
度
が
は
じ
ま
り

ま
し
た
。

　
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金

　
貸
付
金
額
…
二
十
万
円
以
上
八
百

万
円
以
内
　
貸
付
率
…
所
要
金
額
の

二
分
の
一
以
内
　
利
子
…
無
利
子

最
縫
申
し
込
み
〆
切
…
六
月
十
九
日

　
中
小
企
桑
設
備
合
理
化
資
金

　
貸
付
金
額
…
十
万
円
以
上
五
百
万

円
以
内
　
貸
付
率
…
所
要
金
額
の
三

分
の
二
以
内
　
利
子
…
年
利
四
・
八

総　
こ
の
ほ
か
に
、
中
小
企
業
事
業
転

換
設
備
資
金
、
中
小
商
業
近
代
化
資

金
、
中
小
企
業
設
備
貸
与
制
度
な
ど

4し

こ
い
饗
者
⑳

も
酒
多
ん

　
　
　
料
理
の
味
が
も
の
足
U
な

　
ジ
　
　
　
い
と
き
、
酒
、
味
り
ん
の
使

　
　
　
用
量
を
少
し
ふ
や
し
て
み
ま

　
e

　
　
　
し
よ
・
つ
。

　
　
　
O
滴
渣

　
　
　
う
る
ち
ゑ
を
ほ
む
に
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
斜
理
の
味
を
上
品
な
甘
さ

　
　
　
に
仕
上
げ
た
い
時
、
魚
肉
の

ら
　
　
　
奥
み
消
し
、
み
り
ん
は
材
料

　
　
　
を
堅
く
す
る
性
質
が
あ
る
の

　
　
　
で
煮
く
ず
れ
を
防
ぎ
ま
す
。

①
　
　
　
汁
を
短
時
閥
で
沢
山
使
う

　
　
　
時
に
は
一
慶
沸
と
う
さ
せ
て

　
　
　
煮
切
リ
み
り
ん
に
し
て
か
ら

　
　
　
な
い
ま
し
ょ
う
ロ

髪
擁
謬
燈

が
あ
り
ま
す
が
、
詳
し
く
は
市
商
工

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

簿　　
　
十
日
町
市
民

　
　
　
合
唱
団

　
十
日
町
市
民
合
唱
団
（
上
野
敏
会

長
）
で
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
十
日

町
混
声
創
立
以
来
二
十
五
周
年
を
迎

え
、
現
在
広
く
新
会
員
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
創
立
当
初
、
市
内
に
は
各
会
社
単

位
の
合
唱
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
当
団
が
中
魚
沼
地
域

で
唯
一
の
組
織
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
当
団
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
か

ら
脱
皮
し
、
中
魚
沼
の
合
唱
活
動
の

中
心
的
な
存
在
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

体
制
に
し
よ
う
と
、
会
員
勧
誘
活
動

を
行
い
、
一
般
市
民
の
積
極
的
な
参

加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
練
習
日
は
、
毎
週
水
曜
午
後
七
時

か
ら
九
時
ま
で
、
市
民
会
館
四
階
講

堂
で
行
っ
て
い
ま
す
。
入
団
の
申
し

込
み
は
、
そ
の
都
度
会
場
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

毒
、
劇
物
、
農
薬
の
廃
棄

は
ご
注
意

　
先
日
、
新
潟
市
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
捨
て
て
あ
っ
た
殺
虫
剤
の
空

カ
ン
の
残
液
に
よ
り
、
作
業
員
の
中

毒
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
毒
、
劇
物
や
農
薬
な
ど
を
無
秩
序

に
投
棄
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
危
険

で
あ
り
、
ま
た
法
律
で
も
厳
し
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
所
や
家
庭
で
処
分
す
る
場
合

　　　－賦詩。

壌騨数
も
　　静’乏顧⑰
　　ツ認ノ　価14

　　　　　　レ》　 lv諺耐，1

、灘撫

は
、
中
和
、
酸
化
な
ど
す
る
か
、
少

量
ず
つ
燃
焼
さ
せ
る
な
ど
し
て
危
険

の
な
い
よ
う
に
し
て
廃
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
処
分
方
法
が
わ
か
ら
な
い

方
は
保
健
所
へ
相
談
を
。

大
切
な
森
林
に

森
林
国
営
保
険
を
，

　
森
林
災
害
に
備
え
る
と
共
に
、
安

心
し
て
林
業
経
営
が
で
き
る
た
め
に

つ
ぎ
の
と
お
り
「
森
林
国
営
保
険
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
杉
や
桐
の
林
を
守
る
た
め
に
大
い

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
の
内
容

　
対
象
地
　
人
工
造
林
し
た
と
こ
ろ

（
但
し
、
県
造
林
補
助
金
を
受
け
て

植
栽
後
五
ヵ
年
間
過
ぎ
な
い
所
は
除

く
）
。

　
対
象
災
害
　
火
災
、
雪
害
、
干
害

凍
害
、
水
害
、
風
害
。

　
保
険
災
害
の
程
度
　
偶
然
的
な
事

故
に
よ
り
林
木
の
生
立
が
不
能
と
な

っ
た
場
合
で
あ
り
、
支
払
保
険
金
を

県
が
調
査
算
定
し
て
千
円
以
上
の
も

　
　
　
　
　
　
　
＠
，
－
～

の
（
但
し
、
植
え
枯
れ
や
病
虫
獣
被

害
は
除
く
）
。

　
保
険
料
及
び
保
険
金
額
　
別
表
の

と
お
り
（
但
し
、
杉
二
十
一
年
生
以

上
又
は
桐
二
年
生
以
上
の
林
を
保
険

契
約
す
る
場
合
は
、
こ
の
表
に
か
か

わ
ら
ず
県
が
事
前
調
査
し
た
う
え
で

保
険
金
額
及
び
保
険
料
額
を
決
め
る
。

な
お
、
支
払
い
保
険
金
額
は
保
険
事

故
発
生
に
よ
る
損
害
額
の
範
囲
内
と

す
る
）
。

　
保
険
事
故
の
届
け
出
　
災
害
発
生

か
ら
二
ヵ
年
以
内
で
す
が
、
状
況
確

認
調
査
す
る
た
め
早
目
に
森
林
組
合

へ
届
け
出
る
こ
と
。

　
申
し
込
み

　
十
日
町
森
林
組
合
に
、
対
象
の
字

名
、
地
番
、
面
積
、
植
栽
本
数
を
届

け
出
る
こ
と
。
保
険
料
は
後
日
の
正

式
契
約
の
際
納
入
。
そ
の
他
不
明
の

点
は
同
組
合
へ
。

保
険
料
額
及
び
保
険
金
額

杉林の一例（1㌶当たり）
契約時林令 保険期間 保険料額 保険金額限度

1年 5力年 6，100円 25～52万円

7年 5力年 11，900円 64～81万円

10年 10ヵ年 26，700円 81～118万円

30年 10力年 43，800円 199～394万円

50年 10力年 72，800円 527万円

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ

　
▽
蕪
木
義
男
（
神
明
町
）
…
…
六

千
円
　
▽
匿
名
…
…
二
千
円
　
▽
松

井
愛
美
（
本
町
西
一
）
表
彰
記
念
と

し
て
…
…
一
万
円
　
▽
郷
友
会
（
代

表
　
岡
村
孝
一
）
…
…
千
四
百
五
十

一
円
　
▽
庭
野
恒
治
（
中
条
旭
町
）

　
…
ぞ
う
き
ん
四
十
枚
　
▽
飯
塚
貞

俊
（
田
中
町
本
通
り
）
香
典
返
し
…

…
十
万
円
　
▽
山
内
与
喜
男
（
本
町

二
）
児
童
の
交
通
安
全
に
…
…
七
万

円
　
▽
匿
名
…
…
五
百
円
。

交
通
止
め
の
お
知
ら
せ

　
一
般
国
道
二
五
三
号
線
高
田
町
三

丁
目
地
内
の
中
沢
橋
は
、
橋
梁
復
旧

工
事
の
た
め
七
月
三
十
一
日
ま
で
全

面
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
歩
行
者
な
ら
び
に
車
輌
の
迂
回
路

は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
沼

爪
蜷
－

轟
巽
鯛

奄碓
　
7
　
　
　
　
壷
ハ
い
“

り
～

あ
た
た
か
《

な
・
て
爪
鳥
捌
　
魔

い
っ
ぱ
い
ρ
．
　
7

数
　
1

］
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■市勢／人ロー50，465人（男24，607・女25，858）／世帯数…・11，876／面積一211・44k㎡（4月旧現在）

8
ワ

　
日
鮮
、

　
臼朔

、

鰻
、
嘉

展示31偵の

6麓
　□236号□

　産地恒例の「十日町織物総合求評会」は、去る5月26日、織物会館で開催

されました。

　会場いっぱいに飾られた力作は全部で374点。取引商社150店を審査員

に技術、地風、色柄、市場性等厳しい審査が行われました。

　出品作品はいずれも、きもののまちを代表する優秀商品ばかりで、十日

町織物の販売促進効果が期待されます。


